
～ 原子力コラムvol.５ ～

『放射線をイメージする』

第５回のコラムは、目に見えないけれど実は身近に存在する
『放射線』のおはなしです。

問合せ 生活環境課 防災・原子力安全係 ２６７－５１１１（内線２４６）

次回は、『放射線の人体への影響を知る』というテーマで、広報誌３月号の掲載を予定しています。

放射線は、自然界に存在する放射線（自然放射線）と、人工的な装置から作り出した放射線（人工

放射線）に分類されます。日常生活において、私たちは約2.1㍉シーベルト(日本国内平均)の自然放
射線の影響を受けています。そのほか、主に医療目的で人工放射線の影響を受けております。

人工放射線の一例

胸部X線（1回）

0.06㍉シーベルト

CT検査（1回）

2.4～12.9㍉シーベルト

自然放射線の例

食事から

0.99㍉シーベルト
地面から

0.33㍉シーベルト

宇宙から

0.3㍉シーベルト

空気中から

0.49㍉シーベルト

我々の生活の身近なところに
放射線はあるんじゃ！


